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机の上の さな変革小
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の持ち物の厳選は、前もって何かの予防線を張ってしま
う思考から抜け出し、明確な優先順位を付けていく作業
であるとも言えます。
　先ほどのペンの話で言えば、「もし外出中にインクが
切れてしまったらどうしよう」という明らかに先回りし
て不安になっている気持ちから、いろいろペンを持ち歩
いてしまっていたわけですが、ボールペンなんてコンビ
ニエンスストアに行けばいつでも入手できますし、仮に
出先でインクが切れたとしても、深刻な問題にはならな
いはずです。

　このように考えてみると、私たちは多くのことについ
て、かなり前もって「もしも」の事態について過剰に対
応してしまっていることがあります。もちろん、防災な
ど事前に備えておくことが必要な分野はあるのですが、
その一方で、未知の事態に対して準備をし過ぎてしまう
ことで、臨機応変に状況に対応していく知性をはたらか
せる余地を、自分自身で奪ってしまっている可能性もあ
ります。普段の持ち物を見直すという単純なことからも、
私たちの知性のはたらかせ方について考えてみることが
できます。

予防線が奪うもの

　こんにちは、菅俊一です。今回は、みなさんが普段持
ち歩いているモノについて見直しながら、モノの役割や
機能について考えていきたいと思います。
　まずは、普段持ち歩いているカバンの中を見てみてく
ださい。いつの間にか、いろいろなモノが入ってしまっ
ているのではないかと思います。それらを丁寧に見直し
て、ゴミや複数入っているモノは除いて、可能な限り厳
選してモノを減らしてみてもらいたいです。

❖　　　❖　　　❖

　いざモノを減らそうとするとき、たいていの人は何か
すでにカバンに入っているモノで２つ以上の機能を担え
ないかを考えたり、そもそも本当にそれを「いつも」持
ち歩く必要があるのかといったことを判断したりするの
ではないでしょうか。
　たとえば私の場合は、カバンの中についつい大量のペ
ンを入れてしまっているのですが、結局は同時に２本以
上使うことはないので、一番使用頻度が高い黒のボール
ペンだけを持っていれば済むはずです。
　そもそもなぜ多くのモノを持ち歩いているのかについ
て改めて考えてみると、「もしかしたら外出先で○○が
必要になるかもしれない」という過剰な想像によってモ
ノがどんどん増えてしまっているように思います。今回
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